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太陽熱利用ハイブリッド型 COz 回収火力発電システムに関する研究の成果をまとめたものであり、以下の 7 章により
構成されている。





第 3 章では、検討の対象とした太陽熱利用ハイブリッド型 COz 回収火力発電システムおよび比較のための種々の発
電システムの発電特性を推定するために開発した計算機シミュレーションモデルの概要を述べている。















































発電システムとの比較により分析した。その結果、 a) 集熱器建設費が1. 8万円1m2、太陽光発電システム建設費が40
万円IkW、燃料単価が1.2---1. 6円1M] と想定したとき、ハイブリッド型システムは炭素税約 7 万円It-c 程度以上のも
とで三者のうちで最も有利となること、 b) 集熱器建設費が1. 4万円1m2、太陽光発電システム建設費が30万円IkW と
想定したときは、燃料単価が1. 2円1M] であれば、ハイブリッド型システムは炭素税約 7 万円It-c 程度以上のもとで三
-570 
者のうちで最も有利となるが、燃料単価が1. 6円1M] になると太陽光発電システムが最も有利となること、が示され
Tこ。
以上のように、本論文では、新しい太陽熱利用ハイブリッド型 CO2 回収火力発電システムについて、システムの最
適規模、日射条件の影響、経済的導入要件に関する詳細な検討を行い、本システムの発電技術における位置づけを明
確にしている。今後、化石燃料の有効利用と環境影響の低減化を進めるため、燃料単価や炭素税などに依存してそれ
ぞれ優位性の異なる複数の発電システムの開発を並行して進める必要がある。本論文はそのような新発電システムの
技術・経済的特性を明らかにするとともに今後の技術開発へ向けての指針を与えており、新しい発電システム技術開
発分野に貢献するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
